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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 199,450 23.3 1,538 24.5 1,897 △7.0 282 △79.0

25年3月期第2四半期 161,818 5.5 1,235 △51.3 2,040 △36.1 1,345 △24.7

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 3,790百万円 （―％） 25年3月期第2四半期 △1,860百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 6.68 ―

25年3月期第2四半期 31.90 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 182,710 96,305 35.9 1,555.48
25年3月期 173,664 92,290 36.4 1,500.21

（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  65,595百万円 25年3月期  63,263百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 9.00 ― 9.00 18.00

26年3月期 ― 9.00

26年3月期（予想） ― 9.00 18.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日） 
 

（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 400,000 18.0 4,500 171.3 4,800 74.9 1,500 34.1 35.57
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(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

(注)詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
(注)詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四
半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化
等により上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について、添付資料Ｐ．４「１．当四
半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 1社 （社名） Yusen Logistics (Belgium) N.V.

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 42,220,800 株 25年3月期 42,220,800 株

② 期末自己株式数 26年3月期2Q 51,038 株 25年3月期 50,958 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 42,169,829 株 25年3月期2Q 42,169,938 株
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（１）経営成績に関する説明 

① 当第２四半期の概況 

 当第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日までの６ヶ月間）の世界経済は、日本や米

国で国内消費が回復傾向となるものの、欧州経済は先行きの不透明感が拭えず、また、アジア地域では中国を始め

として経済成長が鈍化傾向となりました。 

 国際物流市場は、海上貨物においては堅調に推移しているものの、航空貨物は総じて低調に推移しました。 

 このような環境の下、当社グループの貨物取扱量は、海上事業では事業統合の影響もあり、前年同四半期比で取

扱いは増加しました。航空事業では、海上貨物へのシフトがみられ、特に日本発の取扱いは低調に推移しました。

本年度立ち上げた業務改革プロジェクトによる業務効率化とコスト競争力の向上を推進しています。 

 これらの結果、営業収益は前年同四半期比23.3％増の199,450百万円、営業利益は前年同四半期比24.5％増の

1,538百万円となりました。 

  

② セグメントの業績  

１）日本 

 航空事業は、輸出で生産拠点の海外移転や海上貨物へのシフトもあり荷動きは低調に推移し、取扱重量は前年同

四半期比17.4％減となりました。輸入は、第２四半期（３ヶ月）に入り自動車関連品等の取扱いが増加しました

が、取扱件数は前年同四半期比0.1％減となりました。 

 海上事業は、輸出は自動車関連品等のスポット貨物の取扱いがありましたが、全体的に活況感に欠ける状況が継

続し、取扱実績（TEU）は前年同四半期比4.0％減となりました。輸入は衣料品等の堅調な取扱いがあり、取扱件数

は前年同四半期比9.4％増となりました。 

 これらの結果、国内連結子会社を含めた営業収益は36,549百万円（前年同四半期比6.0％減）、セグメント利益

（営業利益）は312百万円（同13.1％増）となりました。 

  

２）米州 

 航空事業は、輸出で医療機器関連品等の出荷が堅調に推移し、取扱重量は前年同四半期比2.2％増となりまし

た。輸入は自動車関連部品や航空機関連品等の取扱いがありましたが、スポット貨物の減少もあり取扱件数は前年

同四半期比1.4％減となりました。 

 海上事業は、輸出で自動車関連部品等の荷動きが堅調であった事に加え、ブラジル法人の連結効果もあり、取扱

実績（TEU）は前年同四半期比70.6％増となりました。輸入はアジアからの消費財関連等の取扱いがあり、取扱件

数は前年同四半期比7.9％増となりました。 

 ロジスティクス事業は、個人消費等の内需回復による消費財関連の荷動きがありましたが、販売は想定した水準

に届かず全体として伸び悩みました。 

 これらの結果、営業収益は45,736百万円（前年同四半期比25.8％増）、セグメント損失（営業損失）は154百万

円（前年同四半期はセグメント損失38百万円）となりました。 

なお、１ドルあたりの円換算レートは、当第２四半期が98.03円、前年同四半期が79.73円であります。 

  

３）欧州 

 航空事業は、輸出では活発さに欠けた荷動きとなり、取扱重量は前年同四半期比30.1％減となりました。輸入は

日本を含むアジアからの自動車関連品等のスポット貨物の取扱いがありましたが、取扱件数は前年同四半期比

0.3％減と回復はみられませんでした。 

 海上事業は、輸出で消費財等の荷動きがあり、取扱実績（TEU）は前年同四半期比4.5％増となりました。輸入は

販売拡大に加え、自動車関連品等に荷動きがあり、取扱件数は前年同四半期比24.8％増となりました。 

 ロジスティクス事業は、取扱いが比較的堅調な地域があるものの、長引く経済低迷による荷動きの停滞が影響し

全体的としては厳しい損益となりました。 

 これらの結果、営業収益は43,067百万円（前年同四半期比20.4％増）、セグメント損失（営業損失）は344百万

円（前年同四半期はセグメント利益44百万円）となりました。 

 なお、１ユーロあたりの円換算レートは、当第２四半期が128.28円、前年同四半期が101.27円であります。 

  

４）東アジア 

 航空事業は、電子・電気機器関連品や自動車関連部品等を中心に取扱い、輸出取扱重量は前年同四半期比3.0％

増となりましたが、輸入取扱件数はスポット出荷の反動減もあり前年同四半期比0.1％減となりました。 

 海上事業は、輸出で中国の事業統合効果に加え消費財や自動車関連部品等の荷動きがあり、取扱実績（TEU）は

前年同四半期比49.6％増となりました。輸入は日本発の工作機械等の取扱いがありましたが、取扱件数は前年同四

１．当四半期決算に関する定性的情報
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半期比2.2％増にとどまりました。また、第１四半期後半から仕入れ環境が改善しましたが地域全体としては損益

の改善には至りませんでした。 

 ロジスティクス事業は、衣料品の新規取扱いが開始するなど業容は拡大しましたが、自動車関連部品等を中心に

取扱いは期待した水準には至りませんでした。 

 これらの結果、営業収益は38,751百万円（前年同四半期比53.1％増）、セグメント損失（営業損失）は475百万

円（前年同四半期はセグメント損失396百万円）となりました。 

  

５）南アジア・オセアニア 

 航空事業は、自動車関連品等の取扱いを行い輸出取扱重量は前年同四半期比2.7％増、輸入取扱件数は前年同四

半期比4.0％増となりました。 

 海上事業は、マレーシア法人の連結効果に加え輸出は自動車関連部品や電子・電気機器関連品等の取扱いが拡大

し取扱実績（TEU）は前年同四半期比24.8％増となりました。輸入は消費財関連等の取扱いが安定的に推移し、取

扱件数は前年同四半期比15.1％増となりました。 

 ロジスティクス事業においては、タイに最新鋭の多機能倉庫を稼動させるなど積極的な事業展開を図り、販売が

拡大しました。 

 これらの結果、営業収益は38,617百万円（前年同四半期比39.9％増）、セグメント利益（営業利益）は2,399百

万円（同59.9％増）となりました。 

   

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況  

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は182,710百万円となり、前連結会計年度末に比べ9,046百万円、

5.2％の増加となりました。これは、現金及び預金が1,797百万円減少した一方で、受取手形及び営業未収入金が

4,291百万円、流動資産のその他が2,684百万円、有形固定資産が1,630百万円、無形固定資産が533百万円増加した

ことが主な要因です。 

 負債は86,405百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,031百万円、6.2％の増加となりました。これは独禁法関

連引当金が1,451百万円減少した一方で、支払手形及び営業未払金が2,379百万円、短期借入金が2,502百万円それ

ぞれ増加したことが主な要因です。 

 純資産は利益剰余金の減少やその他有価証券評価差額金、為替換算調整勘定の増加等により96,305百万円とな

り、自己資本比率は35.9％となりました。 

  

② キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、311百万円の営業活動

による支出、3,568百万円の投資活動による支出及び1,524百万円の財務活動による収入に為替相場変動の影響を加

味した結果、前連結会計年度末に比べ1,932百万円減少し22,535百万円となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの増減要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果支出した資金は311百万円（前年同四半期は4,510百万円の収

入）となりました。 

 これは主に税金等調整前四半期純利益2,179百万円（前年同四半期比1,013百万円減）及び減価償却費2,831百万

円（同582百万円増）を計上した一方で、営業債務の減少額572百万円（同536百万円減）、その他の減少額1,943百

万円（前年同四半期はその他の増加額3,471百万円）、法人税等の支払額1,419百万円（前年同四半期比209百万円

増）及び課徴金の支払額1,518百万円を計上したこと等によります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果支出した資金は3,568百万円（前年同四半期比302百万円減）

となりました。 

これは主に投資有価証券の取得による支出861百万円（前年同四半期比478百万円増）及び固定資産の取得によ

る支出2,873百万円（同70百万円減）を計上したこと等によります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果得られた資金は1,524百万円（前年同四半期は356百万円の支

出）となりました。 

これは主に長期借入金の返済による支出639百万円（前年同四半期比239百万円減）を計上した一方で、短期借
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入金の純増加額2,526百万円（同913百万円増）を計上したこと等によります。  

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間は、四半期純利益は想定に届かなかったものの、第１四半期後半から海上貨物の仕入

れ環境が改善し、連結営業収益、連結営業利益、連結経常利益はほぼ想定通りとなりました。 

 当第３四半期以降は、欧州経済の不透明感が拭いきれないものの、内需拡大が期待される日米経済が牽引し世界

的に荷動きの改善が見込まれます。加えて、業務改革プロジェクトを推進し、業務効率化とコスト競争力の向上を

目指します。 

 これらを踏まえ、平成26年３月期（平成25年４月30日公表）の連結業績予想は現時点で変更ございません。 

  

（注）上記予想は現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、多分に不確定な要素を含んでおります。

   実際の業績等は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

  

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 第１四半期連結会計期間において、Yusen Logistics (Belgium) N.V.は、Yusen Logistics (Benelux) B.V.との

吸収合併により消滅会社となったため、連結の範囲から除外しております。 

 なお、従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であったTASCO Berhad他９社については、同日現在の財務諸表

を利用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については必要な調整を行っておりましたが、決算日を12月31日

から３月31日に変更したことにより、当第２四半期連結累計期間は平成25年４月１日から平成25年９月30日までの

６か月間を連結しております。 

 この変更に伴い、平成25年１月１日から平成25年３月31日までの損益は、利益剰余金の増減として調整しており

ます。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて計算しております。 

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計基準等の改正等に伴う会計方針の変更） 

 国際会計基準第19号「従業員給付」（平成23年６月16日改訂）が、平成25年１月１日以後開始する連結会計年

度から適用されることになったことに伴い、第１四半期連結会計期間より、一部の関係会社において当該会計基

準を適用しております。 

 当該会計方針の変更は遡及適用され、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については遡及適用後の

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度

における当該遡及適用による影響は軽微であります。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 26,186 24,389

受取手形及び営業未収入金 70,539 74,830

貯蔵品 145 152

繰延税金資産 1,392 1,019

その他 7,362 10,046

貸倒引当金 △924 △958

流動資産合計 104,700 109,478

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 42,042 44,543

減価償却累計額 △19,052 △19,242

建物及び構築物（純額） 22,990 25,301

機械装置及び運搬具 19,585 20,709

減価償却累計額 △13,400 △14,363

機械装置及び運搬具（純額） 6,185 6,346

工具、器具及び備品 13,462 14,382

減価償却累計額 △9,344 △10,111

工具、器具及び備品（純額） 4,118 4,271

土地 16,382 16,401

建設仮勘定 1,953 939

有形固定資産合計 51,628 53,258

無形固定資産   

のれん 3,054 3,210

その他 4,852 5,229

無形固定資産合計 7,906 8,439

投資その他の資産   

投資有価証券 2,898 3,448

繰延税金資産 2,535 3,220

その他 4,305 5,192

貸倒引当金 △308 △325

投資その他の資産合計 9,430 11,535

固定資産合計 68,964 73,232

資産合計 173,664 182,710
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 32,747 35,126

短期借入金 3,339 5,841

未払法人税等 892 941

繰延税金負債 51 64

賞与引当金 2,047 2,149

役員賞与引当金 － 62

独禁法関連引当金 1,451 －

その他 21,498 22,641

流動負債合計 62,025 66,824

固定負債   

長期借入金 12,895 13,272

繰延税金負債 335 295

退職給付引当金 4,955 5,044

役員退職慰労引当金 467 318

その他 697 652

固定負債合計 19,349 19,581

負債合計 81,374 86,405

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,301 4,301

資本剰余金 4,733 4,733

利益剰余金 56,866 56,863

自己株式 △69 △69

株主資本合計 65,831 65,828

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 87 203

在外子会社の年金債務調整額 △421 △412

繰延ヘッジ損益 △7 △12

為替換算調整勘定 △2,227 △12

その他の包括利益累計額合計 △2,568 △233

少数株主持分 29,027 30,710

純資産合計 92,290 96,305

負債純資産合計 173,664 182,710
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業収益 161,818 199,450

営業原価 136,314 168,581

営業総利益 25,504 30,869

販売費及び一般管理費 24,269 29,331

営業利益 1,235 1,538

営業外収益   

受取利息 78 95

受取配当金 38 50

為替差益 347 －

持分法による投資利益 179 25

その他 463 542

営業外収益合計 1,105 712

営業外費用   

支払利息 121 189

固定資産除却損 25 43

為替差損 － 36

その他 154 85

営業外費用合計 300 353

経常利益 2,040 1,897

特別利益   

固定資産売却益 － 234

投資有価証券売却益 － 51

負ののれん発生益 1,279 －

特別利益合計 1,279 285

特別損失   

賃貸借契約解約損 78 －

投資有価証券評価損 35 －

投資有価証券売却損 － 3

会員権評価損 14 －

特別損失合計 127 3

税金等調整前四半期純利益 3,192 2,179

法人税等 1,128 1,019

少数株主損益調整前四半期純利益 2,064 1,160

少数株主利益 719 878

四半期純利益 1,345 282
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,064 1,160

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △113 116

在外子会社の年金債務調整額 6 14

繰延ヘッジ損益 △12 △4

為替換算調整勘定 △4,045 2,432

持分法適用会社に対する持分相当額 180 72

持分変動差額 60 －

その他の包括利益合計 △3,924 2,630

四半期包括利益 △1,860 3,790

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △887 2,299

少数株主に係る四半期包括利益 △973 1,491
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,192 2,179

減価償却費 2,249 2,831

固定資産売却損益（△は益） △89 △286

固定資産除却損 25 43

のれん償却額及び負ののれん発生益（△は益） △935 450

持分法による投資損益（△は益） △179 △25

賞与引当金の増減額（△は減少） △137 44

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 54 8

退職給付引当金の増減額（△は減少） 73 △17

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 59 △149

貸倒引当金の増減額（△は減少） △216 4

受取利息及び受取配当金 △116 △145

支払利息 121 189

為替差損益（△は益） △5 41

投資有価証券評価損益（△は益） 35 －

投資有価証券売却損益（△は益） － △48

会員権評価損 14 －

営業債権の増減額（△は増加） △832 66

営業債務の増減額（△は減少） △1,108 △572

その他 3,471 △1,943

小計 5,676 2,670

利息及び配当金の受取額 162 140

利息の支払額 △118 △184

課徴金の支払額 － △1,518

法人税等の支払額 △1,210 △1,419

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,510 △311

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,135 △1,769

定期預金の払戻による収入 1,098 1,696

貸付けによる支出 △4 △743

貸付金の回収による収入 25 17

固定資産の取得による支出 △2,943 △2,873

固定資産の売却による収入 164 1,089

投資有価証券の取得による支出 △383 △861

子会社株式の取得による支出 △1,282 －

関係会社出資金の払込による支出 － △74

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出 △39 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入 458 －

連結の範囲の変更を伴う関係会社出資金の取得に
よる収入 392 －

その他 △221 △50

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,870 △3,568
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,613 2,526

長期借入れによる収入 － 355

長期借入金の返済による支出 △878 △639

リース債務の返済による支出 △179 △132

配当金の支払額 △422 △379

少数株主への配当金の支払額 △490 △206

その他 0 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △356 1,524

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,040 618

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △756 △1,737

現金及び現金同等物の期首残高 23,646 24,467

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 118

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 213 －

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物
の期首残高増減額（△は減少）

－ △313

現金及び現金同等物の四半期末残高 23,103 22,535
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該当事項はありません。   

   

   

該当事項はありません。 

   

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△150百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。  

  

 （のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。  

  

 （重要な負ののれん発生益） 

 当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰三。）は、海外物流事業の再

編と統合を実施いたしました。これにより、負ののれん発生益1,279百万円を当第２四半期連結累計期間に

おいて特別利益に計上しております。   

    

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△200百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  

報告セグメント
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客への営業収益  38,660  35,614  35,220  24,941  27,383  161,818  －  161,818

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 222  743  538  370  217  2,090  △2,090  －

計  38,882  36,357  35,758  25,311  27,600  163,908  △2,090  161,818

セグメント利益又は損失（△）  275  △38  44  △396  1,500  1,385  △150  1,235

  

報告セグメント
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客への営業収益  36,253  44,624  42,385  37,856  38,332  199,450  －  199,450

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 296  1,112  682  895  285  3,270  △3,270  －

計  36,549  45,736  43,067  38,751  38,617  202,720  △3,270  199,450

セグメント利益又は損失（△）  312  △154  △344  △475  2,399  1,738  △200  1,538
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。  

  

 （のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。  

  

 （重要な負ののれん発生益） 

  該当事項はありません。  
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